
Title 観音利益集小考 : 本朝法華験記との関係について

Author(s) 山根, 賢吉

Citation 語文. 1965, 25, p. 46-50

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68561

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



金
沢
文
庫
蔵
本

「観
音
利
益
集
」

（古
典
文
庫

「中
世
神
仏
説
話
」
所
収
）

の
一
出
典
が

「
日
本
霊
異
記
」
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
証
し
た

際
、
簡
単
な
が
ら
‐
「本
朝
法
華
験
記
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

一
往
の
想
定
を

加
え
て
お
い
た
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
詳
し
く
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。

先
ず

「観
音
利
益
集
」
所
収
説
話
の
う
ち

「本
朝
法
華
験
記
」
所
収
の
説
話

と
類
似
の
も
の
を
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
説
明
の

便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
）。 音

利

益

集

小

考

―
―
本
朝
法
華
験
記
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
―

〔本
朝
法
華
験
記
〕

第
八
十
五
仏
師
感
世
法
師

第
七
十
蓮
秀
法
師

第
十
八
源
尊
法
師

第
百
十
五
周
防
国
判
官
代
某

第
百
十
三
奥
州
鷹
取
男

第
百
十
六
筑
前
国
優
婆
塞

山

根

賢

　̈一幸一榊讐呻摯獄」死事　一　粋一一つ』嚇］一』時女々一丸

以
上
八
説
話
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

田
丹
波
国
穴
生
観
音

本
説
話
は
本
朝
法
華
験
記
の
ほ
か
扶
桑
略
記

（第
十
六
応
和
二
年
の
条
Ｙ

今
昔
物
語
集

（巻
十
六
第
五
話
）
な
ど
に
も
存
し
、
降

っ
て
は
宝
物
集

（七
巻

本
巻
三
）

。
元
亨
釈
書

（巻
十
七
願
雑
二
）
に
も
類
似
の
説
話
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
観
音
身
代
り
諄
で
あ
り
、
説
話
の
構
成
は
ほ
ぼ
同

一
と
見
徴

し
て
よ
い
。
観
音
利
益
集
の
本
説
話
の
冒
頭
に
は
、

丹
波
国
ア
ナ
ウ
ノ
観
音

ハ
、
応
和
二
年

二
、
仏
師
盛
世
卜
云
僧
在
、
人

ニ

ヨ
ハ
ン
テ
丹
波
国
二
桑
田
郡
卜
云
所

二
行
ヌ
、
此
盛
世

ハ
毎
日
二
観
音
経
三

十
三
巻
、
法
花
経

一
部
読
テ
、
十
八
日
ニ
ハ
必
ス
持
斉
ヲ
シ
ケ
リ
、
金
色
正

観
音
ノ
三
尺
立
像
ヲ
奉
作
一
ケ
リ
、

（古
典
文
庫
に
よ
る
）

と
あ
っ
て
、
先
ず
本
説
話
が

「
丹
波
国
ア
ナ
ウ
ノ
観
音
」
の
霊
験
諄
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
法
華
験
記
な
ら
び
に
今
昔
で
は
、
丹
波
国
桑
田
郡
の
あ
る

観
音
の
話
で
あ

っ
て
、

「
ア
ナ
ウ
」
の
語
は
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
扶
桑
略
記

〔観
音
利
益
集
〕

公
０
丹
波
国
穴
生
観
音

全
こ
醍
醐
運
秀

預
法
花

観
音
之
益
事

０

　

（
兵

）
源

尊

　

依
法
花
読
誦

之
功
預
観
音
之
利
益
事

四
　
（量
）新
寺
観
音
事

周
防
国
判
官
代
事

同
　
（量
）陸
国
鷹
取

依
観
音

経
之
力
遁
難
所
事

０
　
（長
）
筑
前
男
　
依
観
音
品

功
能
生
浄
土
事

(2}(1)

観
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に
は

「
同
郡

（桑
田
郡
―
筆
者
）
菩
提
寺
鰐
義
一
観
音
像
是
也
」

（国
史
大
系

に
よ
る
）
と
あ
り
、
元
亨
釈
書
に
も

「其
像
今
在
・一菩
提
寺
一。
俗
日
二穴
穂
寺
こ

（国
史
大
系
に
よ
る
）
と
の
注
記
が
あ
る
。

「穴
穂
」
が

「
ア
ナ
ウ
」
と
読
ま

れ
た
こ
と
は
元
亨
釈
書
の
ふ
り
仮
名
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
―
寺
院

名
を
明
記
し
て
い
る
点
―
か
ら
す
れ
ば
、
観
音
利
益
集
は
法
華
験
記

。
今
昔
以

外
の
文
献
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

「
十
八
日

ニ
ハ
必
ス
持
斉
ヲ
シ
ケ
リ
」
に
相
当
す
る
語
句
が
、
法
華
験
記

。
今
昔
に
は
見

え
る
の
に
対
し
他
書
に
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た

「金
色
正
観
音
ノ
三
尺
立
像
」

に
当
る
語
句
が
、
法
華
験
記
で
は

「金
色
観
世
音
菩
薩
」

（続
群
書
類
従
に
よ

る
）、
今
昔
で
は

「観
音
ノ
像
」

（国
史
大
系
に
よ
る
）、
扶
桑
略
記
で
は

「金

色
観
音
像
」
で
あ
り
、
元
亨
釈
書
は

「観
自
在
像
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
も

「
三
尺
」
な
る
語
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
本
説
話
の
冒
頭
部
分
の
み
を
も
っ

て
し
て
も
、
観
音
利
益
集
が
い
ず
れ
に
よ
っ
て
い
る
か
判
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
こ
れ
以
下
の
部
分
に
お
い
て
も
言
え
る
の
で
あ

っ

て
、
結
局
観
音
利
益
集
の
本
説
話
の
出
典
を
決
定
す
る
こ
と
は
現
存
文
献
で
は

不
可
能
と
言
っ
て
よ
い
か
と
思
う
。
但
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
扶
桑
略
記
の

説
話
末
に

「
己
上
穴
穂
寺
縁
起
」
と
あ
る
注
記
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
扶

桑
略
記
成
立
以
前
に
す
で
に
穴
穂
寺
縁
起
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
観
音
利
益
集
は
こ
の
穴
穂
寺
縁
起
に
よ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
も
お
こ
っ
て
く
る
。
し
か
し
穴
穂
寺
縁
起
な
る

も
の
が
発
見
さ
れ
な
い
以
上
こ
れ
も
単
な
る
臆
測
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

例

醍

醐

運

秀

　

預
法
花
観
立日
之
益
事

本
説
話
は
法
華
験
記
の
ほ
か
今
昔

（巻
十
六
第
二
十
六
話
）
に
も
あ
る
。
観

音
利
益
集
は
こ
の
両
者
に
比
し
て
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
拠

っ
た
か

判
別
す
る
た
め
に
、
法
華
験
記
と
今
昔
と
の
相
違
す
る
部
分
で
、
し
か
も
観
音

利
益
集
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に

〔観
音
利
益
集
〕

０
昔
醍
醐

二
運
秀
卜
云
僧

ア
リ
ケ
リ
、
法
花
経
ヲ

タ
モ
チ
テ
、
観
音
フ
念

シ
ケ
リ
、
持
斎
ニ
テ
事

フ
イ
タ
シ
ケ
リ
、
宿
縁

二
引
ン
テ
妻
子
ヲ
具
ス

ト
云
ヘ
ト
モ

０
岸
ノ
上
ヲ
見
レ
ハ
姫
鬼

一
人
木
ノ
本
ト
ニ
居
タ

リ
其
ノ
形
チ
殊
二
見

ニ

ク
ヽ
フ
ソ
ロ
シ
ケ
ナ
リ

沙〔際辞秘『げ醐寺住
一

僧
実
。
頃
年
持
法
華
。

毎
日
無
解
倦
。
兼
念
持

観
音
。
十
八
日
持
斎
。

牽
世
路
。
雖
具
妻
子
。

其
河
北
岸
有

一
姫
鬼
。

其
形
醜
障
。
住
大
樹
下

な
る
。

〔今
昔
物
語
〕

今
音
。
醍
醐

二
蓮
秀
ト

云
フ
僧
有
ケ
リ
。
妻
子

ヲ
具
セ
リ
上
ム
ヘ
ド
モ

年
来
懃

二
観
音

二
仕
ケ

其
ノ
河
ノ
此
方
ノ
岸
ニ

一
人
ノ
姫
有
り
。
其
ノ

形
鬼
ノ
如
ク
也
。
甚
ダ

怖
ロ
シ
。

い
ず
れ
の
部
分
に
お
い
て
も
観
音
利
益
集
の
表
現
は
今
昔
よ
り
も
法
華
験
記
に

近
似
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ｍ
の
最
初
の
部
分
が
今
昔
に
近
い
と
言

っ
て
も
、
こ
れ
は
書
き
出
し
の
部
分
で
あ
る
か
ら
偶
然
の
一
致
と
考
え
て
よ
く
、

何
よ
り
も
今
音
に
は
な
く
て
、
観
音
利
益
集
と
法
華
験
記
と
に
の
み
見
ら
れ
る

語
句
の
存
す
る
こ
と
は
両
者
の
直
接
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
な
お
観
ｒ音
利
益
集
が
０
の
部
分
で
主
人
公
の
名
を

「
運
秀
」
と
し

て
い
る
の
は

「蓮
秀
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

０

源

尊

　

依
法
花
読
誦
之
功
預
観
立日
之
利
益
事

本
説
話
も
法
華
験
記
の
ほ
か
今
昔

（巻
十
三
第
二
十
五
話
）
及
び
元
亨
釈
書

（巻
十
九
願
雑
四
）
に
見
え
る
。
観
音
利
益
集
が
法
華
験
記

。
今
昔
の
い
ず
れ

に
拠
っ
た
か
を
判
別
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
②
の
例
に
な
ら
っ
て
あ
げ

て
み
る
と
、
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〔観
音
利
益
集
〕

０
源
尊

一
巻
ヨ
リ
八
巻

ニ
イ
タ
ル
マ
テ
、
声

ヲ
高
ク
シ
テ
読
ミ
奉

ル
、

同
病
ヤ
ミ
テ
ホ
ト
ナ
ク

カ
ラ
付
キ
テ
、
其
後

御
経
ヲ
読
ム
ニ
、
タ

シ
ナ
マ
サ
ル
ニ
始
テ

妙
法
蓮
花
経
卜
云
ヨ

リ
ロ
サ
ラ
ヒ
西
去

ニ

イ
タ
ル
マ
テ
、
自
然

卜
空
二
覚
ケ
リ
、

〔法
華
験
記
〕

従
第

一
巻
至
手
第
八
巻

高
音
読
誦
経
。

重
病
除
愈
。
気
力
尋
常

也
。
従
閣
王
庁
読
経
己

来
。
通
利
前
後
。
悉
皆

憶
持

〔今
昔
物
語
〕

第

一
巻
ヨ
リ
第
八
巻

ニ

至
ル
マ
デ
源
尊

二
令
レ

読
ム
。

病
念
テ
一
部
皆
暗

二
思

エ
ヌ
。

難
途

判
官
代
心
中
無

一
分

苦
。
身
上
無
塵
計
疵
。

ノ
静
齢
殊
ノ
軍
ヲ
旦
（シ
テ

道

ニ
ィ
ア
待
ケ
ル
ニ

判
官
代

ハ

（中
略
）
更

二
身

二
当
ル
事
元
ク
シ

テ
一
分
許
ノ
疵
元
シ
。

の
如
く
０
０
い
ず
れ
も
観
音
利
益
集
は
法
華
験
記
に
近
く
、
＜口＞
の

「妙
法
蓮
花

経
卜
云
ヨ
リ
云
々
」
の
語
句
は
法
華
験
記
の

「通
利
前
後
」
を
敷
街
し
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
場
合
も
観
音
利
益
集
は
法
華
験
記
に

拠

っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
新
寺
観
音
事
　
周
防
国
判
官
代
事

本
説
話
も
ま
た
法
華
験
記
の
ほ
か
今
昔

（巻
十
六
第
三
話
）
に
あ
る
。
先
の

例
に
従

っ
て
あ
げ
て
み
る
と

〔観
音
利
益
集
〕

０
或
時
カ
タ
キ
ヒ
マ
ヲ
ハ

カ
リ
テ
数
十
人
ヲ
シ
ヨ

セ
タ
リ
、

０
男
心
ノ
内

二
一
分
モ
イ

タ
キ
所
ナ
シ

の
如
く
な
り
、
観
音
利
益
集
は
法
華
験
記
に
拠
り
な
が
ら
簡
略
化
も
し
く
は
改

変
を
加
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
観
音
利
益
集
が
本
説
話
の
観
音
を

「

新
寺
卜
云
所
ノ
観
音
」

「新
寺
ノ
観
音
」
と
し
て
い
る
の
は
法
華
験
記
に
も
今

昔
に
も

一
致
し
な
い
。
法
華
験
記
に
は

「其
郡
有
山
寺
。
名
三
井
」

「
三
井
観

音
」
と
し
、
今
昔
も
同
様
に
記
し
て
い
る
。

「新
寺
」
は
改
変
と
す
べ
き
か
、

あ
る
い
は
誤
写
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

国

陸

国

鷹

取

　

依
観
立
日
経
之
力
遁
難
所
事

本
説
話
は
法
華
験
記
の
ほ
か
今
昔

（巻
十
六
第
六
話
）

・
吉
本
説
話
集

（第

六
十
四
話
）

。
宇
治
拾
遺
物
語

（巻
六
第
五
話
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
法

華
験
記

。
今
昔
と
古
本
説
話

・
宇
治
拾
遺
と
の
間
に
は
い
く
つ
か
の
相
違
点
が

あ
る
。
今
そ
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
る
と

①
前
者
に
は
鷹
取
男
が
他
人
に
欺
か
れ
る
条
が
あ
る
が
、
後
者
に
は
な
い
。

②
前
者
で
は
鷹
取
男
が
鷹
の
巣
に
至
る
の
に
巌
の
上
か
ら
降
る
の
に
対
し
、

後
者
で
は
反
対
に
巌
に
登
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

③
前
者
で
は
男
が
救
出
さ
れ
る
ま
で
の
日
数
を
七
日
と
し
て
い
る
が
、
後
者

は
二
、
三
日
と
し
て
い
る
。

な
ど
で
あ
る
。
観
音
利
益
集
は
①
で
は
後
者
に
一
致
し
、
②
③
に
お
い
て
は
前

者
に

一
致
す
る
。
し
か
し
①
は
簡
略
化
し
た
た
め
に
そ
の
部
分
を
省
略
し
た
と

考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
観
音
利
益
集
が
後
者
の
系
列

に
属
す
る
と
い
う
根
拠
に
は
な
し
難
い
。
②
③
か
ら
考
え
て
観
音
利
益
集
は
法

敵 公 ⌒ 有 日
率 事 中 一 法

贄』[]雪
待 舎 代 伺

醍ぱ程翡
勤 代 フ 敵 日

象思議夕書
ニ ニ ⌒

°
物

返 参 中 短 語
ル テ 略 フ

日

間
拿 覇 T
彼 ヲ 官 陳



華
験
記

。
今
昔
の
系
列
に
属
す
る
こ
と
疑
い
な
い
。
こ
の
場
合
も
い
ず
れ
に
よ

っ
た
か
判
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
観
音
利
益
集
の
説
話
末
に

あ
る

「
是
ヲ
ミ
テ
即
発
心
ヲ
起
コ
ン
テ
、
出
家
入
道
シ
テ
長
ク
悪
ヲ
上
テ
」
の

一
節
が
、
今
昔
の

「忽
二
道
心
フ
発
シ
テ
警
ヲ
切
テ
法
師
卜
成

ニ
ケ
リ
。
其
ノ

後
弥
ヨ
勤
メ
行
テ
永
ク
悪
心
ヲ
断
ツ
」
を
受
け
た
も
の
と
言
う
よ
り
は
、
法
華

験
記
の

「重
発
道
心
。
出
家
入
道

（中
略
）。
永
断
悪
心
焉
。」
に
よ
っ
た
も
の

と
す
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
し
、
観
音
利
益
集
の

「自
雲
ノ
カ
ヽ
ル
ホ
ト
ノ
岩

ホ
ノ
上
」
な
る
語
に
相
当
す
る
も
の
が
今
昔
に
は
見
当
ら
な
い
の
に
対
し
、
法

華
験
記
に
は

「白
雲
砂
々
」
と
あ
る
点
な
ど
か
ら
こ
れ
ま
た
法
華
験
記
を
出
典

と
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
う
。

０

筑

前

男

　

依
観
立日
口田
功
能
生
浄
土
事

こ
の
説
話
も
法
華
験
記
の
ほ
か
今
昔

（巻
十
六
第
三
十
五
話
）
に
あ
る
。
こ

の
場
合
も
観
音
利
益
集
は
法
華
験
記
に
近
い
。
そ
の
二
、
三
の
例
を
示
す
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

〔観
音
利
益
集
〕

０
生
フ
ヘ
タ
ツ
ト
云
ヘ
ト

モ
三
途
フ
為
離
一、

日
法
花
経
ノ
普
門
品
ヲ
読

シ
カ
ニ
テ
浄
利

二
生
シ

タ

リ

、

ｎ
大
ナ
ル
蓮
花

一
村
生
ヒ

出

タ

リ

あ
る
い
は
０
の

「普
門
品
」

「浄
利
」、　
い
の

「大
ナ
ル
蓮
花
」
な
ど
の
語
の

一
致
す
る
事
実
は
法
華
験
記
に
拠
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

ｍ
長
理
綸
国
冗
平
人

　

依
観
音
経
之
力
道
死
事

こ
れ
ま
た
法
華
験
記
の
ほ
か
今
昔

（巻
十
六
第
二
十
六
話
）
に
も
収
め
ら
れ

て
お
り
、
②
１
０
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
例
を
示
す
と
、

〔法
華
験
記
〕
　

　

　

一
〔今
昔
物
語
〕

汝
デ
吉
ク
慎
デ
観
音
ヲ

念
ジ
奉
レ
。

定
テ
知
ヌ
。
夢
ノ
告
ゲ

ノ
如
ク
ニ
。
観
音
ノ
我

ヲ
助
ケ
給
フ
ナ
メ
リ
ト
。

の
如
く
で
あ
る
。

０

（欠
題
）

観
音
利
益
集
の
本
説
話
は
欠
題
で
あ
り
説
話
の
首
尾
を
欠
い
て
い
る
が
、
残

存
部
分
か
ら
蟹
報
恩
諄
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
本
説
話
は
法
華
験
記
の

ほ
か
今
昔

（巻
十
六
第
十
六
話
）
・
古
今
著
聞
集

（巻
二
十
）
・
元
亨
釈
書

（巻

二
十
八
）
な
ど
に
見
え
、
類
話
は
日
本
霊
異
記

（巻
中
及
び
巻
下
）

。
三
宝
絵

詞

（巻
中
）
な
ど
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
観
音
利
益
集
は
法
華
験
記

。
今
昔

の
系
列
に
属
し
、
法
華
験
記
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
一
度
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
説
明
は
省
略
す
勧
。

以
上
の
よ
う
に
田
に
つ
い
て
は
疑
間
が
あ
る
が
、
②
以
下
０
に
至
る
諸
説
話

は
い
ず
れ
も
法
華
験
記
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ

れ
ば
法
華
験
記
に
は
観
音
霊
験
調
乃
至
そ
れ
に
類
す
る
も
の
が
十
二
話
収
め
ら

９

れ
て
い
る
。
説
話
番
号
の
み
を
あ
げ
る
と
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

〔法
華
験
記
〕

既
遷
化
他
界
。
離
三
途

苦
。
即
得
善
身
。

存
生
読
誦
法
花
大
乗
普

門
品
故
。
離
輪
廻
境
。

得
生
浄
利
。

有
大
蓮
花
。　
一
楽
而
生

〔今
昔
物
語
〕

既
二
他
界

二
移
テ
善
キ

身
二
生
レ
タ
リ

我
レ
生
キ
タ
リ
シ
時
観

立日
二
μ
せ
ア
。
綱
Ｔ
ｍ
ヲ
朝

暮

二
誦
シ
故
二
。
永
ク

生
死
フ
離
レ
テ
浄
土
ニ

生
ル
ヽ
事
ヲ
得
タ
リ
。

蓮
花

一
村
生
タ
リ
。

０
の
今
昔
に
見
え
ず
観
音
利
益
集
と
法
華
験
記
と
に
見
え
る

「
三
途
ヲ
為
離
こ
、

〔観
音
利
益
集
〕

０
経
フ
読
ミ
、
観
音
フ
モ

念
シ
婆
ア
マ
ツ
リ
能
々

ツ
ヽ
シ
ム
ヘ
シ
、

０
定
テ
我
身
ニ
カ
ハ
リ
テ

、
此
難
ヲ
承
ラ
ム

汝
慎
精
進
。
能
読
妙
法
。

称
念
観
音
。

定
知
如
夢
告
。
観
音
代

我
受
此
苦
難
也
。



Ｏ
第
二
十
八
　
第
二
十

一　
第
七
十
　
○
第
七
十
五
　
第
八
十
五
　
第
百
七

〇
第
百
十
三
　
〇
第
百
十
四
　
〇
第
百
十
五
　
〇
第
百
十
六
　
〇
第
百
二
十

二
一　
第
百
二
十
四

が
そ
れ
で
あ
る
。
○
印
を
付
し
た
も
の
は
先
に
考
証
し
た
如
く
観
音
利
益
集
と

直
接
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
第
八
十
五
は
直
接
関
係
か
否
か

は
判
明
し
な
い
が
、
同

一
説
話
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
法
華
験
記
の
観
音
関
係
説
話
の
三
分
の
二
は
観
音
利
益
集
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
百
十
三
以
下
百
十
六
に
至
る
法
華
験
記
中
に
お

い
て
連
続
し
て
い
る
説
話
が
、
す
べ
て
観
音
利
益
集
の
後
半
に
集
中
的
に
見
え

る
こ
と
は
、
両
者
の
直
接
関
係
を
物
語
る

一
証
左
と
言
え
よ
う
か
と
思
う
。

と
は
言
え
、
先
の
考
証
で
も
折
に
ふ
れ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
観
音
利
益
集
は

原
典
の
忠
実
な
翻
訳
で
は
な
く
簡
略
化
と
ま
ま
多
少
の
改
変
を
行
な
っ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
編
者
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
観

音
利
益
集
以
前
に
そ
の
よ
う
な
説
話
を
収
め
た
文
献
が
存
し
た
も
の
か
、
日
承

の
間
に
変
化
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
は
後
考
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

と
も
あ
れ
観
音
利
益
集
の
右
の
七
説
話
は
、
現
存
文
献
に
よ
る
限
り
本
朝
法

華
験
記
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今
昔
所
収
の
説
話
と
は
兄
弟
関
係
に
あ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注田
　
拙
稿

「
日
本
霊
異
記
と
中
世
説
話
集
」
（樟
蔭
国
文
学
　
第
２
号
）

②
　
右
同

（大
阪
学
芸
大
学
講
師
）
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